


 

別紙                    氏 名  いとう 伸一    

質 問 事 項 

 

№  １   

小中学生の非認知能力の重要性 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 最近の教育に関する学術研究では、点数化できる学力だけでなく非認知能力

（自己肯定感、社会性、自制心、コミュニケーション力、リーダーシップ、感

情のコントロールなど）が、将来、社会に出てから大切であると言われている。

非認知能力は人生全体の成功や幸福、生涯年収に与える影響が重要であるとグ

ローバル規模での研究報告がある。そこで、非認知能力について質問する。 

 

（１）非認知能力の児童生徒へのフィードバックは 

 

（２）非認知能力の学力との関係をどう考えるか 

 

（３）非認知能力向上の利点をどう考えているか 

 

（４）非認知能力の重要性の認識について 

  ア 児童生徒はどう思っているか 

  イ 保護者はどう思っているか 

 

（５）家庭での非認知能力育成の重要性について 

 

（６）今後の非認知能力育成について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名   いとう 伸一         

質 問 事 項 

 

№  ２   

勤務時間から見た教員の働き方 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 昭和の時代に比べ、一般企業では働き方が改善されている。しかし教員の勤

務時間の改善は遅れていると言われている。学校教育現場で教員の役割は大き

く、児童や生徒に向かう充実した時間の適切な確保や、人手不足の労働市場で

職業選択の優位性を保つためにも、教員の働き方の実情について伺う。 

 

（１）尾張旭市の教員の勤務時間の実態について 

  ア 年休取得状況は 

  イ 時間外勤務状況は 

  ウ 休日勤務状況は 

  エ 業務の持ち帰りについて 

 

（２）教員不足による担当外教科の担当実績について 

 

（３）教員業務負担の推移について 

  ア 過去は家庭内教育であった事象が求められていないか 

  イ 近年の教科書ページ数の増加の影響は 

  ウ デジタル化による新たな教員業務負担は 

 

（４）教員業務の負担軽減に向けた取組について 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                    氏 名   いとう 伸一         

質 問 事 項 

 

№  ３   

尾張旭市のキャッチフレーズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 尾張旭には「健康都市尾張旭」「「おいしい紅茶日本一のまち」尾張旭」「す

くすくのびのび尾張旭市」などのキャッチフレーズがある。 

 来る人口減少社会では、流入人口の増加が人口減少対策に大きく寄与をす

る。市外や県外の方に、尾張旭市を簡潔に説明して良いイメージを与えるキャ

ッチフレーズがあるとよいのではと考える。 

 

（１）尾張旭市の認知度はどれくらいか 

   愛知県内及び全国でどれくらいか。 

 

（２）尾張旭市の特徴は何か 

 

（３）尾張旭市のキャッチフレーズには何があるか 

 

（４）尾張旭市のキャッチフレーズにより何を訴求するのがよいか 

   例えば、①自治体の具体的特徴を訴求（森林公園・通勤利便性）、 

       ②自治体の良いイメージを訴求（自然・環境・良い風土）、 

       ③自治体の施策を訴求（健康・子育て・教育）、 

  といったことが考えられるがどうか。 

 

（５）人口減少対策にキャッチフレーズは有効か 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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